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prlmr6ses…  

とか   

Won，t you bdy broom，WOn＞t you   

b丘y broom？…．  

といったイギリスの物売りの唄（Street  

Cries）を聴いていると，なるほど英語の  

話し言葉の音が強調されるとこうなるのだ  

ということがよくわかる。それは日本の物  

売りの場合でも同じであって，金魚売りの  

声でも傘直しの声でもいいから思い出して  

みるといい。   

そのストリート¢クライよりさらに唄に  

なっているものとなるとわらべ唄がある。  

例えば「あんたがたどこさ‥・…」をうたわ  

ないでしゃべるように言ってみて。それを  

うたう場合と比べてみるといい。そしてさ  

らには，全体の調子がよく似た同じまりつ  

き唄であるイギリスのわらべ唄をきいてみ  

ると9 これほこれで英語のリズムがかなり  

くっきりと感じとれるはずだ（ただし，こ  

れは唄というよりチャントに近いうー  

Hえve a clgar6tte〉Slrタ  

N6タ Sir．Why，Sir？   

BecauseIgota c61d，Sir．   

Wh≒re’d youget your c61d，Sir？   

Fr占m the North P6le，Sir。   

Whatwere yotldoing th占re，Sir？   

Cふtchingpolarbさars，Sir．   

（1952年デヴオンシヤク シッドベリの学童  

から採集¶【フォークウェイズ。レコード，  

FⅦ■8871）。最近の日本の子供の唄にも同  

じようになるほどと思える例が転がってい  

る。例えばこういうのほ問いたことがあり  

ませんか－「げんこつやまのたぬきさん，  

おっぱい飲んでねんねして，だっこして，  

おんぶして，またあした」。   

子供の伝承の唄であるわらべ唄からさら  

におとなの伝承の唄である民謡についても  

同じことが言える。日本の場合にはこぶし  

があったりして少々面倒になってくるけれ  

ども，それにしたところで日本語のリズム  

の発展したものには違いない。英語の場合  

はこぶしにあたるメリスマは民謡では一般  

的でほなくて，わらべ唄と同じように話し  

言葉のリズムが強調されていることがすぐ  

にそれと知れるものが多い。いわゆるコモ  
ン◎ミ一夕ーとかバラッド。ミ一夕ーとい  

う韻律の型の歌の場合がそうで，これはう  

たわずに唱えてみてもわかることだ。日本  

語の五音と七育とを基本にした韻律の英語  
版であって，セインツベリーが言うように  

（『英語韻律史』第一巻）中英語国民の「ロに  

も耳にも最も自然な」拍子でありリズムで  

あり塑である。   

英語教育の雑誌にこういったことを書き  

並べてくれば，もうお察しのことかと思う  

がタ ぽくとしては実は，音の強弱抑揚など  

すべてを含めた意味での英語のリズムを学  

ぶのには，今あげてきたようなものが格好  

の教材になるのではないかと思っている。  

つまり，文字文化以前の申 あるいは文学文  

化以外の，話し言葉のリズムがさしたる自  

意識なく発展して一定の形をとっているも  

のを利用することである。それを自分で実  

際に声に出して真似ることによって習得し  

た上で話し言葉にもどれば，実際の話し言  

葉を多量にきくよりもよほど効果があるの  

ではないかとぽくは考えている。小泉文夫  

氏は日本のわらペ唄を日本音楽の教育のた  

めには非常に有効な教材だと主張してい  

て，ぽくはそれに大賛成なのだがタ その小  

泉氏とは別にぽくとしては外国語教育にそ  

の国々のわらべ唄をサ感覚を第一とする子  

供がのびのびとうたっている唄をタ教材に  

と思っているわけだ。外国語を頭ではなく  

て感覚で受けとめる訓練としては非常に適  

しているのではないか。  
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言葉のリズムというのはぼくにとっては  

苦からとても気になっていることで，各国  

民の動作ウふるまいのリズム，生活のリズ  

ムタ ものの考え方のリズム争歴史のリズム  

などのすべてがそこに端的に集約されてい  

るとさえ思っている。例えば，わかりやす  

いところでは音某がそうであってタ音楽は  

万国共通語だなどと言われ。事実言葉を理  

解する場合のような面倒はいらないけれど  

もタ実際には各国ごとに独自のイディオム  

がありタ それがもとをたどるとそれぞれの  

国の言葉の強弱抑揚などのリズムにあるこ  

とがわかる。ずっと以前に朝日新聞である  
作曲家がメキシコの言楽だかを聞いている  

とメキシコの人がしゃべる言葉を問いてい  

る思いがするといった意味のことを驚いて  

語っていたけれども，また，最近にもやは  

り朝日で国語学者だかが，日本音楽には三  

拍子がないことを大発見でもしたように苦  

いていたけれども争 いずれも当たり前のこ  

とではないのか。   

人間が叫び声を発して春が乗た喜びを表  

現し申 その叫び声が楽音となりメロディが  

生じたのか，それとも言葉が先にあってそ  

こからメロディが生じたのは定かでないけ  

れども，いずれにしろ各国の音禁はその国  

の言葉と不可分のものであってタ各国語の  

音の特質がその国の音楽に反映しているこ  

－ 8 一  

とば，ことに自然発生的に成り立ってきた  

民謡をみればいっそうわかる（たとえク他  

国のメロディとに共通性があるにしてもゃ  

それぞれを区別しているものほ結局は言葉  

の特徴である）。   

うんと単純な例で言えば夕子倣の頃友だ  

ちの宏に行って「……ちゃん争 あそば〔あ  

そびましょ〕」と言った時のあの拍子夕音調  

を思い出すとよくわかる。この呼びかけの  

場合，長二度の音程で二つの音の広がりし  

かないが。これが日本語の最も単純なメロ  

ディである。下駄を放りあげてうたう「あ  

ーしたてんきにな－あれ」もそうだタ はや  
したてて言う「……おまえのかあさんで－  

べそ■」にしても同じだ。それが英語となる  

と9 この程皮に単純なものでも，例えば母  

親が姿が見えない子供を呼ぶ時に節をつけ  

て呼ぶ場合のようにタ音程はもっと広がり  

があり申 しかも拍子はばじめに弱拍がちょ  

っときてから（anacrusis）タ 強拍弱拍が続  

く。   

そういった呼びかけの音調よりさらに悪  

いものでタ言葉の強弱と抑按が強調された  

形のものというと9 同じく叫んでいるうち  

に次第に楽音化して一定の型にはまったも  

のである物売りの声がある。例えば「アー  

ゴウふレコードの2DA46に入っている   

Primr6ses，primr6ses，COme btiy my  



ほまだしも，リズムがどれだけ意識されて  

いるのだろう。思うに，文の構造を分析し  

たり，各単語の意味を解釈するのにも似  

て9 それなりに強調された形のものが示さ  

れタ それを自分が主体になって口にして身  

体で覚えるという手間ひまがかけられなけ  

ればしようがないのでほないか。それは，  

幼い頃からアメリカのポピュラー音楽を聴  

いてきたほずの一定の日本の若い人でさえ  

が，その歌の，拍子のはっきりした英語を  

日頃耳にしていながら争 いぎ自分が英語を  

口にするとなるとまるでなっていないこと  

が普通であるということ，また，富ういう  

音楽に合わせて踊る場合にしても，専門の  

踊り子にしてからが，リズムに乗ったつも  

りでどことなくずれていて見苦しいという  

ことの説明にもなる。たとえ自分でうたっ  

たり9踊ったりしてみたところで，板木の  

日常の母国語のリズムが基本的には自分の  

なにもかにをも支配しているというので  

は，本当に「乗る」ことばないのではない  

か。根本ほ当の外国語のリズムであり，そ  

の言葉のリズムを体得するにほ，それこそ  

受身だけでほだめであって，能動的になら  

なければならないのに違いない。   

この言葉のリズムの体得ということば，  

この頃五木寛之氏がロにしていることに対  

する答にもなるかと思う。「討論集」とい  

う副題のついた『箱舟の去ったあと』の申  

の小田実，久野収との鼎談の一部で五木氏  

ほ次のように語っている（同じ考えは『ニ  

ュー◎ミュージック。マガジン』1973年5  

月号の内田裕也との対談でも述べられてい  

るし，『箱舟の去ったあと』の申の秋山駿  

との対談でもや 少しばかり述べられてい  

る）－  

ぽくが最近痛切に感じるのは，戟前も   

戦後もタ それこそ神代の苦から今日まで   

われわれ日本人ってのは実に面白い感性  
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そして，そういう受けとめ方をするとい  

うことば感覚で言葉を受けとめる要素が大  

きくなるということであって9 それでこそ  

ひとつの外国語をひとつのトータルなもの  

として受けとめることにつながる。リズム  

をことさらにここで取り上げているのも夕  

空ほ英語をトータルにとらえようというわ  

けである。つまり，英語をひとつの有槻体  

として受けとめるべきだと思うのである。  

たとえて言えば，文学作品を受けとめるの  

に，結局はあらすじや思想を摘出している  

という場合があるけれども，なんだかそれ  

と同じ具合に英語が受けとめられているよ  

うな気がしないでもない。頭で受けとめる  

だけでほなくて，感覚で，身体で受けとめ  

るということが必要なのだとぽくは思って  

いる。それも自分が能動的にならなければ  

ならない。これは俗に言う当世の「フィー  

リング」ということ（その中心にあるのは  

ヒッピ←の思想方向）とだってかかわって  

くる。シルバマンは『教室の危械』の申  

で，「ソクラテスの苦から，教師は学生を  

どこかへ連れて行こうとするならば。まず  

ほ学生がキいるところから出発しなければ  

ならない－これは自明の理だ」と言って  

いるが，今の若い人たちが感覚の世代であ  

るのなら，それこそ理性を主にして英語を  

押しつけたってはじまらない。「フィーリ  

ング」というのは，結局は，今の新しい文  

化状況全般を見てわかる通り，理性を第  

一とした古い世代への批判なのであるか  

ら。   

それに対しては9 ティプ類を教材の一部  

として聴かせている人たちから文句が出る  

だろうけれどもタ効果がないとは言わない  

までも，言葉の意味と離しがたいリズムを  

各人が身につけるという点ではどれだけ効  

果があがっているものかは疑わしい。たと  

え学習者に発声させていても，個々の発音  

その意味では二年程前に中公新書の一冊  

として出た『マザー。ダースの唄』という  

本は片手落ちであってゥ著者ほいかにも英  

語教師然とした姿勢でタ そして些かヒステ  

リックに，英語文化の申でのわらべ唄の重  

要性を主張しているのだが，晋の面にはふ  

れていない。「音楽面にはふれていない」  

と著者は断っているがタ「音楽面」といっ  

たような発想以前のものが大事であること  

が述べられていない。わらべ唄は本来文字  

文化でほなくて，口に出して表現された形  

のものを指しているのであり，そして唄で  

ある以上一定のリズムがあるものなのだ。  

たとえうたわないものがあるにしてもであ  

る。御当人でさえ「調子よく呪文のように  

唱える」という言い方をしている。つま  

り，感覚で受けとめる領域が非常に大きい  

のに，そこがこの本でほ抜けている。（こ  

の著者のリズムに対する鈍感さは訳詞を見  

れば一層よくわかる。それについでに言っ  
ておくと，同じ著者がELEC選書の一冊  

として編んだわらべ唄某に，子供たちがう  

たう本来の形のわらべ唄とは関係のない発  

声法と自意識と伴奏とによってうたわれて  

いるティプがくっつけられているというの  

は無理解というより他ない。）   

もちろんわらべ唄に限ることはなくて，  

他にも簡単に練習できる例は少なからずあ  

ることは，先程の物売りの声などで示した  

通りだが，さらに他に例を求めるとタ昔争  

ぽくが住んでいた宏の真の屋敷に真の問ア  

メリカ人が逗留していたことがあって9 そ  

のアメリカ人の子供とたちまち親しくなっ  
て一緒に遊びまわっていた隣りの子供が，  

いくつか覚えた英語のひとつとして「きみ  

あらば」と言っていたのを思い出す。英語  
で綴るとあれは“Give me a rubberilの  

ことだった。この要領でリズムを身につけ  

るのもいいしヶ また。これはちょっと悪ふ  

－10 －  

ざけ気味だけれども，六，七年前にアメリ  

カ人の友人と冗談で言いあった αDon，t  

touch my moustacIle勘 でもいい。これ  

ほ，あるアメリカの芝居に出てきた台詞だ  

そうで，日本語の「どういたしまして」を  

あるアメリカ人がききまちがえてこういう  

ふうに覚えたのだそうだ。「ありがとう」  

を房alligatori－と覚え，「おはよう」を  

“Ohio抽と覚えるやり方である。また，小  

泉氏が一般向桝こ語っているものを読むと  

（『おたまじゃくし無用論』），日本の（本  

来日本の？）ジャンケンボンがアメリカ  

に，それも東部にまでも伝わっていて，  

「ジャンケンボン」の代りに“one伊 tWO，  

tbreeぬ とかけ声をかけてやっているのだ  

そうだ。しかも「あいこでしょ」をその拍  
子でαIcamotshow拍 と言いかえている  

という。そういった具合に，ぼくらの周知  

のものに英語をあてはめて練習することだ  

ってできるわけだ。   

とにかく個々の単語の音とは別にゥ意味  

から言っても青から言ってもひとかたまり  

の句なり節なりをひとつにとらえる訓繚は  

必要でありタ それにほ文字文化外のもので  

一定の形をとったもの，つまり，表現され  

るものがフレイズなり一定の語群なりを単  

位として出てくるものがうってつけの材料  

になる。伝承の歌の場合には，音楽上のフ  

レイズと言葉のプレイズは必ず一致してい  

るのだ。（なお，蛇足かもしれないが，脚  

韻や頭韻についてはあらたまってはふれな  

いでいるけれども，それも結局はリズムで  

ある。そして，いくら頭で学んでも感じと  

れなければしょうがないことは周知の通り  

だ。例えば…   

Her hands were soft as cotton   

Her face couldnever be forgotten   

【 この新路法のなんとも言いようのない  

効果はまさになんとも言いようがない。）  



で生きてきた民族だってことですね。た   

とえていえば9リズム抜きのメロディー   

みたいなものだけでやってきた。メロデ   

ィーが連続ならリズムは非連続の思想で   

すね。つまり時の流れタ集団のあり方を   

断ち切るものでしよう。その両者の対立   

感が実に見事に抜け落ちているからタ 日   

本歴史というもはず一つと連続している   

ものであり，個人と集団もなにかつなが   

っているものであり，自然と人間も対立   

しないでおたがい馴れ合ってやっていけ   

る，そういう考えが支配なんだ。明治維   

新があったり敗戦があったりしても争 え   

んえんと天皇制がつづいているというこ   

とは，歴史的なリズムがないからでタ メ   

ロデイーだけが上ったり下ったりしなが   

らモノラルな線を措いて二千何百年も日   

本人の中に流れてきたんだと思うんで   

す。じゃあタ どうすればサ歴史とか社会   

とかあるいは組織や運動に対するリズミ   

ックな感覚をつくりだすことができるか   

という問題ですが，これは知性を変える   

だけではどうしようもないんでタ これこ   

そ感性の面から迫らぎるをえないんじや   

ないか。それにはこれまで政治や人間を   

考える上で副次的な存在として考えられ   

ていたもの，例えばポピュラー音楽と   

か，デザインとかいったサブカルチュア   

の役割というものが決定的に大きいと思   

う。つまり現在の大衆を変革していくも   

のほ哲学とか思想とか学問とかあるいは   

岩波新書みたいなものばかりじゃなく   

て，耳とか眠から入ってきて肉体をゆり   

動かしてくるようなもののみがその感性   
を変えうるんじゃないか。……‥†…   

言葉のリズムについてぼくが気にしてい  

ながらうまく言葉にしていえないでいるこ  

とを，五木氏はある程度うまく言い表わし  

てくれているのだが，ただし，リズム抜き  
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は強調したい。自分白身の母国語が自分の  

頭だけでなく，身体にいかに浸透し支配し  

ているかを振り返ってみるにつけタ一層そ  

う思う。（1973年11月）  

のメロディーとかいった言葉はあまりにし  

ろうとっぽくて不適当であり，言いかえれ  

ば夕 日本の音楽は強弱のリズムが基本にな  

っていないし，また，拍子の各拍の長さが  

西洋のようには一定していないということ  

だろう。ここで五木氏は，強弱がはっ喜り  

し，各拍の長さがほぼ一定したそのリズム  

感をぼくらの中につくり出すのは思想的な  

ものではなくて，感覚的なものだというわ  

けでタ この人の言う意味での副文化を強調  

しているのだけれども，ぽくとしては，あ  

る程度まではそうだとほ思えても，根本的  

にはそれだけでほなんともしようがないの  

ではないかと考えている。その身につけよ  

うとするリズムのもとほゥ結局は外国の日  

常の言葉のリズムであるに違いないから  

だ。その言葉のリズムを自分のものとし，  

そのリズムに乗った発想をしタ 自分を表現  

していくということでなければ日本人が本  

当に変わるとはばくにほ思えない。五木氏  

が言うように異文化を感覚的に受けとめる  

ということば，異文化を味わう感受性を養  

いはするだろうけれども，それが創造と容  

易に結びつくとほ思えない。最近音楽学の  

分野で問題になっているといいタ小泉氏も  

問題にしている「バイ ◎ ミュージカル」  

（二重音楽性）ということにしてもタ さま  

ざまなものを受け入れる感受性を相当に育  

みはこそすれ夕 はたしてどれだけ変革的な  

独創性を生み出すかということは疑問に思  

う。頭を変えるというだけではなく，そし  

て予感党によってかなりのところまで受け  

とめることができるようになるというだけ  

でなく，日本人が日本人であることをやめ  

ないで本当に変革するには，結局は，感性  

の面でも理性の面でも本当にバイ◎リング  

ワルになるということより他ないのではな  

いだろうか。   

いや，ここではそこまでは言わないにし  

ても，とにかく外国語を学びとるのに申 そ  

の有株体の全体を学びとろうとしない，つ  

まり理性によりかかって感性をおろそかに  

するという学び方は，やはりいびつなのだ  

という考えて見れば当たり前のことをぽく  

－13－   


